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町
長

日
々
、
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
を
、
道

の
駅
い
な
が
わ
に
出
荷
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
力
で
、
道
の

駅
も
１
年
間
に
60
万
人
が
賑
わ
う
素
晴
ら
し

い
施
設
に
成
長
し
ま
し
た
。

会
長

食
の
安
全
が
騒
が

れ
る
近
年
、
よ
り
安
心
で

き
る
商
品
を
消
費
者
に
提
供
す
る
た
め
、
農

薬
の
使
用
や
栽
培
方
法
の
研
修
、
先
進
地
へ

の
視
察
、
生
産
日
誌
を
つ
け
る
な
ど
、
意
識

を
高
く
持
ち
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
長

生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
い
き
い
き
と

表
情
が
輝
い
て
い
ま
す
ね
。

会
員

７
割
は
60
歳
を
超
え
て
い
ま
す
が
、

道
の
駅
を
販
売
拠
点
に
や
り
が
い
を
持
っ
て

野
菜
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
道
の
駅
は

あ
る
意
味
、
福
祉
的
な
役
割
り
を
果
た
し
て

い
る
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

会
員

道
の
駅
が
で
き
て
か
ら
販
路
が
充
実

し
、
私
の
周
り
で
は
退
職
後
の
第
２
の
人
生

と
し
て
、
農
業
を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

会
員

市
場
に
卸
す
場
合
は
一
定
量
が
必
要

で
す
が
、
道
の
駅
は
少
量
で
も
気
軽
に
出
荷

で
き
る
の
で
助
か
り
ま
す
。
出
荷
す
る
時
に

生
産
者
同
士
が
情
報
交
換
で
き
る
の
も
魅
力

で
す
。

会
員

最
近
は
、
切
花

の
出
荷
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
お
花
づ
く

り
は
本
当
に
楽
し
い
で
す
。

町
長

楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
農
業

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
生
き
が
い

づ
く
り
や
健
康
増
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す

し
、
遊
休
農
地
の
活
用
に
も
役
立
ち
ま
す
。

皆
さ
ん
が
育
て
た
野
菜
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
野
菜
づ
く
り
は
生
き
が
い
と
話

す
部
会
の
皆
さ
ん
と
真
田
町
長

Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲

猪
名
川
野
菜
部
会

野
菜
づ
く
り
を
生
き
が
い
に

道
の
駅
い
な
が
わ
の
オ
ー
プ
ン
と
同
時

に
、
本
格
的
な
活
動
が
始
ま
っ
た
Ｊ
Ａ
兵

庫
六
甲
猪
名
川
野
菜
部
会
。
当
時
80
人
だ

っ
た
会
員
も
今
で
は
２
４
２
人
の
大
所
帯

に
な
り
、
よ
り
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
を
提

供
す
る
た
め
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

谷
たに

まいかちゃん
1歳3カ月（白金）

まいかは家族みんなの

大切な宝物。これからも、

たくさんキラキラ輝いて

くださいね。

父　竜児・母　しおりさん

山村
やまむら

晴人
はると

くん
1歳8カ月（松尾台）

晴れやかな未来に向か

って、思いやりの心を忘

れず、笑顔の素敵な男の

子になってね。

父　剛志・母　弘美さん

危険業務従事者叙勲を受章
危険性の高い業務に永年たずさわった元公

務員に贈られる「危険業務従事者叙勲」の受

章者が発表されました。

藤井　博 さん

吉 田 靖 一 さ ん （ 清

水・7 4歳）は、昭和3 0

年１月に兵庫県警に採

用され、伊丹・尼崎・

川西警察署などを中心

に勤務されました。住

民の身近なところで発

生する事件や事故など

を数多く解決し、地域

の治安維持に大きく貢

献されました。

藤井博 さん（尼崎

市・ 6 9歳）は、昭和 3 4

年に尼崎市消防局に採

用され、消防行政の円

滑な推進と充実発展の

ため、鋭意努力を重ね

てこられました。平成

1 0年４月には猪名川町

消防長に着任し、本町

の消防行政の発展にご

尽力いただきました。

瑞宝双光章受章

吉田　靖一さん

瑞宝単光章受章

11
月
15
日
か
ら
来
年
２
月
15

日
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
２
月
28

日
）
ま
で
の
間
は
、
狩
猟
が
解

禁
と
な
り
ま
す
。
狩
猟
解
禁
期

間
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
入
山
さ
れ
る
皆
さ
ん
】

◎
目
立
つ
服
装
で
入
山
し
て
く

だ
さ
い

◎
休
日
は
ハ
ン
タ
ー
が
集
中
し

て
狩
猟
を
し
ま
す
の
で
、
特
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

【
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
】

◎
狩
猟
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
心
が

け
、
法
令
違
反
に
な
ら
な
い
行

為
で
あ
っ
て
も
、
他
人
の
迷
惑

と
な
る
行
為
は
慎
み
、
猟
場
が

人
家
近
く
で
は
な
い
か
十
分
確

認
し
、
心
に
ゆ
と
り
の
あ
る
狩

猟
を
し
ま
し
ょ
う

◎
銃
の
発
砲
に
あ
た
っ
て
は
、

あ
せ
ら
ず
に
必
ず
獲
物
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う

◎
狩
猟
で
は
、
目
立
つ
服
装
や

帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

◎
銃
猟
が
で
き
な
い
場
所
で

は
、
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

◎
銃
の
持
ち
運
び
や
自
動
車

内
、
家
で
の
保
管
は
決
ま
っ
た

方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う

留守家 庭児 童育成 室な どの
適正な委 託に ついて

留守家庭児童育成室など教育委員会

が実施している３つの民間委託事業に

ついて、９月に兵庫労働局から「契約

書等に不備がある」などとして是正指

導を受けました。ただちに改善を行い、

このたび同労働局に提出した是正報告

が受理されました。新聞報道などで住

民の皆様にご心配をおかけしましたこ

とをお詫びいたしますとともに、今後

も適正な事業の実施に努めてまいりま

す。なお、是正の内容などにつきまし

ては、教育委員会報「ゆとり」1 2月号

（1 2月1 5日発行）でお知らせする予定

です。

問 い合 わ せ は 、 学 校 教 育 課（ �

7 6 6－6 0 0 0）へ。

入
山
者
並
び
に
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
ご
注
意
を
！

▼
と
き
・
内
容
・
講
師

◎
11
月
18
日
（
火
）
「
さ
び
な

い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
中

村
清
子
医
師
（
中
村
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
）

◎
11
月
25
日
（
火
）
「
メ
タ
ボ

予
防
の
話
」
中
村
多
一
医
師

（
中
村
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

◎
12
月
10
日
（
水
）
「
糖
尿
病

あ
な
た
は
大
丈
夫
？
」
森
幸
三

郎
医
師
（
森
内
科
小
児
科
医

院
）

◎
１
月
20
日
（
火
）
「
が
ん
予

防
の
話
」
坂
田
哲
啓
医
師
（
坂

田
診
療
所
）

▼
と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
時
間

各
教
室
と
も
、
午

後
１
時
30
分
〜
同
３
時

▼
定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
７
６
６
・

１
０
０
０
）
へ
。

期
間
中
の
日
曜
日
11
月
16
日

は
、
町
を
あ
げ
て
の
清
掃
活
動

日
と
し
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
を
実
施
し
ま
す
。
普
段
み
ん

な
で
使
用
す
る
公
園
や
自
治
会

館
・
公
会
堂
の
周
辺
は
、
ご
み

で
汚
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
一
人

で
は
大
変
な
清
掃
作
業
も
、
み

ん
な
で
取
り
組
め
ば
た
ち
ま
ち

き
れ
い
な
姿
を
取
り
戻
し
ま

す
。町

の
環
境
美
化
活
動
は
、
毎

年
春
と
秋
の
２
回
、
道
路
や
公

園
な
ど
に
散
乱
し
て
い
る
ご
み

を
住
民
の
皆
さ
ん
で
回
収
し
、

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
実

施
し
て
い
ま
す
。

各
自
治
会
で
作
業
実
施
日
が

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
自
治
会
長
ま
た
は
衛
生
委

員
に
実
施
日
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
子
ど
も
達
が
清
掃

作
業
に
取
り
組
む
自
治
会
は
、

責
任
者
が
し
っ
か
り
と
監
督

し
、
交
通
量
の
多
い
道
路
な
ど

は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
の
た

11 11

月月
11 55

日日
かか
らら
同同
22 11

日日
はは

秋秋
のの
環環
境境
美美
化化
週週
間間

め
「
心
が
け
一
つ
で
で
き
る
ま

ち
の
美
化
」
を
合
言
葉
に
、
町

の
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
対
策

室
（
�
７
６
６
・
８
７
１
２
）

へ
。

◎
「
わ
な
」
に
は
決
め
ら
れ
た

標
識
を
付
け
、
見
回
り
を
励
行

し
ま
し
ょ
う

◎
猟
犬
の
管
理
を
徹
底
し
、
必

ず
連
れ
て
帰
り
ま
し
ょ
う

健
康
づ
く
り
教
室
の
開
催

◎
焚
き
火
や
た
ば
こ
の
火
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

出
没
と
人
身
事
故
の
防
止

今
年
は
ク
マ
が
冬
眠
前
に
食

べ
る
ド
ン
グ
リ
類
が
不
作
で
、

エ
サ
を
求
め
て
人
里
に
出
没
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

町
内
で
ク
マ
の
出
没
情
報
が

出
て
い
る
と
き
に
、
山
林
・
農

地
に
出
か
け
る
場
合
は
、
鈴
・

ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
物
を
身

に
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ク
マ
は
、

夕
方
か
ら
早
朝
の
間
に
人
里
に

出
没
す
る
可
能
性
が
高
い
の

で
、
こ
の
時
間
帯
の
外
出
に
は

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
農
林
商
工

課
（
�
７
６
６
・
８
７
０
９
）

へ
。


